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町
長
就
任
か
ら
４
年
目
を
迎

え
、
今
年
は
節
目
の
年
と
な
り

ま
す
。
こ
の
間
、
２
度
の
地
域

懇
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
、
会
合
を
通
じ
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
町
政
に
対

す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
を
伺
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
の
地

域
懇
談
会
に
お
い
て
は
、
「
第

５
次
熊
野
町
総
合
計
画
」
を
示

し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
、
地
域
の
課
題
な
ど
を
住
民

の
皆
さ
ん
と
懇
談
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
を
基
本
に
、
ま

た
議
員
各
位
や
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
目
指
す
将
来

像
「
ひ
と 

ま
ち 

育
む 

筆
の
都 

熊
野
」
の
実
現
に
向
け
、
町
政

の
舵
取
り
役
と
し
て
鋭
意
、
町

政
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

■
経
済
情
勢
へ
の
対
応

　
昨
年
３
月
、
未
曾
有
の
被
害

を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
、
日
本
経
済
は
深
刻
な

打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
政
府
に

よ
る
数
次
に
わ
た
る
補
正
予
算

な
ど
、
現
在
も
復
旧
・
復
興
の

努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
24
年
度
の
日
本
経
済
は
、
本

格
的
な
復
興
施
策
の
推
進
に
よ

り
、
着
実
な
需
要
の
拡
大
と
雇

用
の
創
出
が
見
込
ま
れ
、
国
内

景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い

く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革

　
政
府
で
は
、
「
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
」
を
推
進
し
て

お
り
、
必
要
な
負
担
を
分
か
ち

合
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
消
費

税
収
を
社
会
保
障
財
源
化
し
、

税
率
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

と
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
け
る
社
会
保
障
関

連
経
費
の
増
加
傾
向
を
踏
ま
え
、

国
の
動
向
に
十
分
注
視
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
筆
産
地
の
魅
力
拡
大

　
昨
年
は
、
サ
ッ
カ
ー
日
本
女

子
代
表
が
世
界
一
と
な
る
明
る

い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

功
績
が
称
え
ら
れ
、
選
手
に
国

民
栄
誉
賞
が
贈
ら
れ
、
そ
の
副

賞
と
し
て
我
が
町
の
化
粧
筆
が

選
ば
れ
る
と
い
う
、
大
変
名
誉

で
、
喜
ば
し
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
筆
産
地
の

歴
史
と
文
化
を
生
か
し
た
町
づ

く
り
を
推
進
し
、
町
の
活
性
化

に
努
め
ま
す
。

〔
子
ど
も
が
健
や
か
に
、
た
く

ま
し
く
育
つ
ま
ち
と
す
る
〕

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

小
・
中
学
生
の
入
院
医
療
費
の

助
成
と
、
就
学
前
の
子
ど
も
を

対
象
と
し
た
医
療
費
の
無
償
化

を
引
き
続
き
実
施
し
、
子
育
て

世
代
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
保
育
所
で
は
、
基
本
的
な
保

育
の
ほ
か
に
、
延
長
保
育
、
病

後
児
保
育
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
ま
す
。

　
ま
た
、
健
や
か
な
妊
娠
と
出

産
を
支
援
す
る
た
め
、
妊
婦
健

診
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
母

子
感
染
対
策
と
し
て
ウ
イ
ル
ス

の
抗
体
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
乳
幼
児
の
健
康
や
発

育
の
保
持
増
進
に
努
め
ま
す
。

　
安
心
・
安
全
の
教
育
環
境
の

充
実
と
し
て
、
熊
野
中
学
校
西

校
舎
と
熊
野
第
四
小
学
校
体
育

館
の
耐
震
補
強
工
事
（
繰
越
事

業
）
を
実
施
し
、
さ
ら
に
、
熊

野
東
中
学
校
３
棟
、
熊
野
第
二

小
学
校
２
棟
の
実
施
設
計
を
行

い
、
27
年
度
の
耐
震
化
率
の
目

標
値
80
％
に
向
け
て
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　
基
礎
学
力
は
、
着
実
に
向
上

し
て
お
り
、
新
年
度
も
各
種
学

力
検
査
を
実
施
し
、
児
童
・
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
指
導

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
支

援
員
、
生
徒
指
導
相
談
員
を
配

置
し
、
不
登
校
気
味
の
生
徒
に
、

き
め
細
か
な
対
応
を
し
ま
す
。

　
新
た
な
事
業
と
し
て
、
０
歳

か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
児

童
・
生
徒
を
対
象
に
、
「
う
ち

ど
く
」
事
業
を
始
め
ま
す
。
家

族
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

学
力
向
上
を
図
る
も
の
で
、
町

を
挙
げ
て
の
体
制
で
臨
み
ま
す
。

〔
共
に
支
え
あ
い
、
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
と
す
る
〕

　
高
齢
者
施
策
で
は
、
「
第
５

期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
基

本
理
念
の
も
と
、
介
護
保
険
事

業
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
の
機
能
強
化
や
、
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
障
害
者
施
策
に
つ
い
て
は
、

腎
臓
障
害
者
通
院
助
成
を
拡
充

す
る
ほ
か
、
発
達
障
害
を
含
め

た
乳
幼
児
期
か
ら
成
人
期
ま
で

の
一
貫
し
た
相
談
支
援
体
制
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
避

難
支
援
体
制
の
構
築
に
着
手
し

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
障
害
者
の
自
立
や

雇
用
促
進
に
つ
い
て
は
、
先
日

施
政
方
針
　平
成
24
年
度

　
平
成
24
年
第
１
回
熊
野
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
町
長
が

平
成
24
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　
町
政
運
営
に
対
す
る
所
信
と
施
策
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
企
画
財
政
課
）

【
は
じ
め
に
】

【
町
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
】

【
重
点
的
な
取
り
組
み
】
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本
格
的
な
能
楽
と
狂
言
の
公
演

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〔
暮
ら
し
の
基
盤
が
整
っ
た
ま

ち
と
す
る
〕

　
広
域
的
な
道
路
整
備
で
は
、

東
広
島
・
呉
自
動
車
道
の
黒

瀬
・
阿
賀
間
が
開
通
す
る
予
定

か
ら
、
縦
横
的
な
都
市
間
移
動

が
確
保
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
町
内
で
は
、
県
道
矢
野
安
浦

線
の
熊
野
黒
瀬
ト
ン
ネ
ル
掘
削

工
事
が
25
年
度
の
開
通
へ
向
け

て
本
格
的
に
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
矢
野
安
浦
線
と
瀬
野
呉
線
を

接
続
す
る
瀬
野
呉
線
バ
イ
パ
ス

は
、
詳
細
設
計
が
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。
県
事
業
に
つ
い
て

は
、
早
期
の
完
成
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
円
滑
な
推
進
に
全

面
的
に
協
力
し
ま
す
。

　
深
原
地
区
町
有
地
造
成
事
業

で
は
、
周
辺
道
路
の
整
備
に
よ

り
、
交
通
、
流
通
の
拠
点
と
し

て
の
位
置
付
け
が
確
立
さ
れ
る

と
考
え
ま
す
。

　
暮
ら
し
や
す
い
住
宅
の
提
供

で
は
、
今
後
の
住
宅
施
策
を
総

合
的
、
計
画
的
に
推
進
す
る
た

開
所
さ
れ
た
福
祉
作
業
所
「
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
」
の
取
り
組
み
な
ど
、

一
人
で
も
多
く
の
雇
用
が
確
保

で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
感
染
症
対
策
で
は
、
定
期
予

防
接
種
に
加
え
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
任
意
接

種
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

〔
住
民
の
誰
も
が
尊
重
さ
れ
、

活
躍
で
き
る
ま
ち
と
す
る
〕

　
県
道
瀬
野
呉
線
の
道
路
拡
幅

に
伴
い
、
新
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
す
。
ま

た
、
住
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
財
団
法

人
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
の

資
金
拠
出
を
受
け
て
、
住
民
団

体
な
ど
が
取
り
組
む
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
の
ハ
ー
ド
整
備
に
対

し
て
助
成
し
ま
す
。

〔
住
民
が
創
造
力
を
発
揮
で
き

る
ま
ち
と
す
る
〕

　
新
年
度
も
芸
術
文
化
振
興
事

業
を
行
い
ま
す
。
広
島
交
響
楽

団
「
弦
楽
四
重
奏
の
夕
べ
」
、

「
木
管
五
重
奏
公
演
」
で
は
、

福
祉
施
設
、
中
学
校
で
の
交
流

活
動
も
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

人
間
国
宝
級
の
能
楽
師
を
招
き
、

め
、
「
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
新

宮
地
区
お
よ
び
平
谷
地
区
の
一

部
で
、
約
８
ha
の
整
備
を
予
定

し
て
お
り
、
完
了
後
の
普
及
率

は
、
約
90
％
と
な
る
見
込
み
で

す
。

　
上
水
道
事
業
で
は
、
高
所
配

水
団
地
水
道
施
設
の
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
新
宮
地
区
を
中

心
と
し
た
未
給
水
地
区
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

〔
日
常
生
活
を
快
適
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
と
す
る
〕

　
バ
ス
路
線
の
廃
止
、
高
齢
化

の
進
行
な
ど
か
ら
要
望
が
多
い

「
生
活
福
祉
交
通
」
は
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
策
定
し
た

計
画
に
基
づ
き
試
験
運
行
を
行

い
ま
す
。

　
日
常
生
活
に
密
接
に
関
連
す

る
町
道
で
す
が
、
東
部
地
域
で

は
「
深
原
公
園
線
」
を
、
西
部

地
域
で
は
「
出
来
庭
川
角
中
央

線
」
新
設
事
業
を
継
続
し
、
そ

の
ほ
か
の
町
道
も
、
拡
幅
な
ど

の
一
部
改
良
を
適
宜
実
施
し
ま

す
。

を
発
行
し
、
町
内
消
費
の
拡
大

と
町
内
商
店
、
事
業
所
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

　
観
光
対
策
で
は
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
観
光
圏
の
広
域
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
民
泊

事
業
を
検
討
し
ま
す
。

〔
筆
産
地
の
歴
史
と
文
化
を
生

か
し
た
出
会
い
と
交
流
の
あ
る

ま
ち
と
す
る
〕

　
筆
の
里
工
房
で
、
東
京
国
立

博
物
館
の
特
別
協
力
に
よ
り
、

「
平
家
納
経
」
の
写
本
や
源
氏

物
語
を
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
都
心
部
に
、

「
熊
野
筆
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ

プ
」
を
出
店
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
石
巻
市
で
開
催
さ

れ
る
「
文
房
四
宝
ま
つ
り
」
に

参
加
し
、
雄
勝
硯
の
産
地
復
興

を
支
援
し
ま
す
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

全
国
へ
の
情
報
発
信
、
地
域
活

性
化
な
ど
を
目
的
に
、
法
政
大

学
と
包
括
的
な
地
域
連
携
協
定

を
結
び
、
同
大
学
が
有
す
る
情

報
や
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
な
ど

に
よ
り
、
開
か
れ
た
町
づ
く
り

を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

〔
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
と
す
る
〕

　
震
災
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ

る
大
規
模
災
害
に
備
え
、
総
合

防
災
訓
練
の
実
施
や
、
非
常
用

食
糧
な
ど
を
計
画
的
に
購
入
し

ま
す
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線

放
送
は
、
電
話
で
放
送
内
容
が

確
認
で
き
る
電
話
音
声
案
内
装

置
を
設
置
し
ま
す
。

〔
地
球
環
境
に
調
和
し
た
ま
ち

と
す
る
〕

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
等
普
及
促
進
事
業
は
、
単
独

町
費
で
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　
農
業
振
興
対
策
で
は
、
イ
ノ

シ
シ
防
除
施
設
の
設
置
補
助
や

駆
除
に
加
え
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
対

策
の
拡
充
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

〔
元
気
の
あ
る
産
業
が
育
つ
ま

ち
と
す
る
〕

　
伝
統
産
業
で
あ
る
熊
野
筆
産

業
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
、

筆
職
人
後
継
者
育
成
事
業
や
筆

の
日
・
筆
ま
つ
り
実
行
委
員
会

へ
の
助
成
な
ど
、
筆
産
業
の
振

興
に
努
め
ま
す
。

　
商
工
対
策
で
は
、
10
％
の
プ

レ
ミ
ア
ム
を
付
加
し
た
商
品
券


